
21世紀を展望した

｢基礎づくりの年｣

少子高齢社会に向け

緊急性･必要性が高い基盤整備を中心に

会　計　別　予　算

会計別 剽¥算額 ����7���餒B３��

一般会計 �39億6,000万円 ��#ゅ��

特別会計 �32億5,260万円 ��b縒�

国民健康保険 嶋壞"ﾃ�c�iﾈ冷�15.7 

国民健康保険診療所 ��壞�ﾃ�ペiﾈ冷�0.9 

老人保健 嶋壞津sc冓ﾈ冷�△5.9 

上水違 �(壞RﾃcC�iﾈ冷�△15.9 

寄簡易水道 ��壞�ﾃ��Yiﾈ冷�△38.5 

下水道 店壞2ﾃs�冓ﾈ冷�1.9 

介護保険 滴壞2ﾃ田冓ﾈ冷�- 

西平畑公園 途ﾃ���iﾈ冷�- 

合計 �72億1,260万円 ���"�

儀
署
/
(

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
は
屋
根
の
部
分
の
鉄
骨
も
か
か
り
屋
内
運
動
場
全
体
の
形

が
現
わ
れ
ま
す
｡

-
月
6
日
㈲
か
ら
1
 
7
日
園
ま
で
開
催
さ
れ
た
､
平
成
1
 
2
年
第
1
回
松
田

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
ー
平
成
1
 
2
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
｡
本
年
度
よ
り
､
会
計
の
収
支
区
分
を
明
確
に
す
る
た
め
に
西
平
畑
公

園
事
業
と
介
護
保
険
事
業
の
2
つ
を
特
別
会
計
と
し
て
位
置
付
け
た
た

め
､
9
会
計
で
構
成
し
て
い
ま
す
｡
前
年
度
と
比
較
す
る
と
'
-
･
2
%

増
の
7
2
億
1
2
6
-
万
円
で
ー
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
3
9
億
-
-
0
-
万

円
､
8
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
は
3
2
億
-
2
-
-
万
円
で
す
｡
そ
の
概
要

と
主
な
事
業
､
行
革
の
目
標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

1
 
､
少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
保
健
･
福
祉
事
農
の
充
実

と
基
盤
整
備

●
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施
と
基
盤
整
備

●
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
在
宅
福
祉
相
談
事
業

●
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進

●
介
護
保
険
特
別
対
策
事
業
(
家
族
介
護
へ
ル
パ
⊥
受
講
料
助
成
等
)

●
寄
幼
稚
園
-
歳
児
保
育
開
設
に
向
け
て
の
園
舎
整
備

●
寄
地
区
学
童
保
育
事
業
の
開
設

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助

2
'
教
育
施
設
の
整
備
と
教
育
環
境
の
充
実

●
寄
中
学
佼
屋
内
運
動
場
建
設
　
(
平
成
1
1
･
1
2
年
度
継
続
事
業
)

●
松
田
中
学
校
耐
震
補
強
工
事

●
松
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
実
施
設
計
委
託

3
､
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
の
推
進

●
町
屋
地
区
自
主
防
炎
倉
庫
の
設
置

●
第
4
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入

●
寄
中
学
校
屋
内
運
動
場
へ
の
防
炎
資
機
材
の
整
備

4
㌧
自
治
会
の
自
主
運
営
強
化
と
組
織
基
盤
の
整
備

●
行
政
区
再
編
に
よ
る
自
主
運
営
基
盤
の
整
備

5
､
情
報
公
開
制
度
の
確
立

●
平
成
1
3
年
度
情
報
公
開
実
施
に
向
け
て
の
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

6
㌧
松
田
町
総
合
計
画
2
1
　
(
仮
称
)
　
策
定

●
松
田
町
総
合
計
画
2
1
　
(
仮
称
)
　
策
定

7
㌧
　
都
市
基
盤
の
整
備

●
新
松
田
駅
周
辺
整
備
計
画
の
策
定

●
町
道
-
の
-
号
線
ほ
か
道
路
橋
梁
改
良
事
業

8
㌧
　
地
域
産
業
の
振
興
に
対
す
る
積
極
的
支
援

●
農
業
基
盤
整
備
　
(
河
内
農
道
･
大
林
農
道
)

●
商
業
振
興
活
性
化
対
策
事
業
補
助
金

●
産
業
ま
つ
り
委
託
事
業

9
'
緊
急
地
域
雇
用
対
策
事
業
の
推
進

●
民
間
企
業
等
へ
の
雇
用
就
職
機
会
の
創
出

●
町
内
美
化
清
掃
委
託
ほ
か
-
事
業



平成12年4月1｡　　　　　　　　　　広報　jE⊃f_E'

一般会計の歳入と歳出

河南沢配水池整備:手前の円柱状のものが平成11年度完成の800トンの貯水槽｡
12年度は右側の箱状のものを取り壊し､ 1200トンの貯水槽を造ります｡

総
額
3
9
億
6
0
0
0
万
円

歳

　

入

下
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
'
歳

入
は
'
町
が
自
ら
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
自
主
財
源
と
､
国
や
県
な

ど
か
ら
受
け
る
依
存
財
源
と
に
分

け
ら
れ
ま
す
｡

自
主
財
源
の
中
心
と
な
る
町
税

に
つ
い
て
増
収
が
見
込
ま
れ
る
の

は
､
家
屋
の
新
築
･
増
築
や
企
業

の
設
備
投
資
に
対
す
る
課
税
で
あ

る
固
定
資
産
税
で
す
｡
減
収
が
予

想
さ
れ
る
の
は
'
長
引
-
不
況
の

影
響
を
受
け
て
い
る
法
人
町
民
税

と
'
国
の
制
度
で
減
税
を
余
儀
な

-
さ
れ
て
い
る
個
人
町
民
税
で
す
｡

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
'
前
年
度

対
比
1
･
1
%
増
の
約
1
6
億
6
0

0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
｡

依
存
財
源
で
は
'
国
税
の
一
部

が
各
自
治
体
へ
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
､
県
等
の
赤
字

団
体
へ
の
交
付
が
大
き
-
な
っ
て

い
る
分
､
増
加
要
因
が
望
め
な
い

た
め
前
年
度
対
比
8
･
0
%
減
の

9
億
6
0
0
0
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
｡
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

で
あ
る
国
･
県
支
出
金
は
前
年
度

対
比
3
2
･
0
%
減
の
約
3
億
1
8

0
0
万
円
で
す
｡
こ
れ
は
､
河
内

住
宅
建
設
な
ど
大
規
模
な
補
助
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
と
'
介
護
保

険
事
業
が
新
た
な
特
別
会
計
に
移

行
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
｡
1
2
年
度
で
は
'
寄
中
学
校
屋

内
運
動
場
建
設
等
の
補
助
金
を
見

込
ん
で
い
ま
す
｡

歳

　

出

平
成
1
2
年
度
は
'
新
栓
田
町
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
'
ま
た
､
目
ま
ぐ
る
し

-
変
化
す
る
社
会
や
経
済
情
勢
を

ふ
ま
え
'
2
1
世
紀
を
展
望
し
た
新

た
な
ま
ち
づ
-
り
を
進
め
る
た
め

の
｢
基
礎
づ
-
り
の
年
｣
と
考
え
､

緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
そ

う
で
な
い
事
業
を
整
理
し
た
上
で
'

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分

し
予
算
化
し
ま
し
た
｡

こ
の
中
で
も
特
に
'
将
来
を
担

う
児
童
･
生
徒
の
安
全
と
豊
か
な

教
育
環
境
の
整
備
の
た
め
に
'
1
 
1

･
1
2
年
度
の
継
続
事
業
で
あ
る
寄

中
学
校
屋
内
運
動
場
の
建
設
､
松

田
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
'
寄

幼
稚
園
3
歳
児
保
育
開
設
に
向
け

て
の
園
舎
を
整
備
し
ま
す
｡
さ
ら

に
は
'
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て

寄
地
区
学
童
保
育
の
開
設
､
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
､
極
め

細
や
か
な
福
祉
施
策
の
展
開
を
図

る
た
め
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
推
進
し
ま
す
｡
消
防
防
災
関
連

で
は
'
寄
中
学
校
屋
内
運
動
場
へ

の
防
災
資
機
材
の
整
備
､
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
購
入
や
町
屋
地
区

防
災
資
機
材
倉
庫
の
設
置
'
都
市

基
盤
整
備
と
し
て
駅
周
辺
整
備
計

画
の
策
定
な
ど
を
中
心
に
取
り
組

む
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
に
､
施
策
の
選
択
や

事
業
の
見
直
し
'
経
常
経
費
の
節

減
合
理
化
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い

ま
す
｡

特
別
会
計

総
額
3
2
億
5
2
6
0
万
円

特
別
会
計
は
､
特
定
の
事
業
を

行
う
た
め
に
'
そ
の
歳
入
と
歳
出

を
一
般
会
計
と
分
け
て
経
理
し
て

い
ま
す
｡
町
に
は
8
つ
の
特
別
会

計
が
あ
り
､
こ
れ
ら
の
総
額
は
3
2

億
5
2
6
0
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
｡国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

は
'
高
齢
社
会
の
到
来
に
加
え
医

療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
､
医

療
費
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
､

こ
れ
ら
を
反
映
し
た
予
算
に
な
っ

て
い
ま
す
｡

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特

別
会
計
は
'
寄
地
区
及
び
他
市
町

か
ら
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
と

い
う
実
績
を
も
と
に
予
算
化
し
て

い
ま
す
｡

老
人
保
健
特
別
会
計
は
､
対
象

者
数
が
3
8
人
増
え
約
1
6
0
0
人

に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
､
本

年
度
よ
り
介
護
に
関
す
る
特
別
会

計
を
別
に
設
定
し
移
行
し
た
分
'

費
用
が
減
少
し
て
い
ま
す
｡

上
水
道
事
業
会
計
は
'
1
 
1
･
1
2

年
度
の
2
か
年
の
継
続
事
業
で
進

め
て
い
る
河
南
沢
配
水
池
築
造
事

業
を
主
に
､
水
道
施
設
の
整
備
拡

充
を
図
っ
て
い
ま
す
｡
こ
れ
に
よ

り
2
0
0
0
ト
ン
の
貯
水
量
が
確
保

さ
れ
'
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安

定
供
給
が
図
ら
れ
ま
す
｡

寄
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
､

寄
地
区
の
小
規
模
水
道
の
統
合
整

備
を
毎
年
度
計
画
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
｡
本
年
度
以
降
は
､
量
･

質
共
に
十
分
な
水
道
水
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
'
宇
津
茂
地
区
に

新
た
に
水
源
を
設
け
､
受
水
槽
や

導
入
管
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
'

萱
沼
地
区
の
送
水
管
の
布
設
工
事

を
中
心
に
予
算
化
し
て
い
ま
す
｡

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
'
生

活
環
境
の
向
上
と
河
川
環
境
の
保

全
に
向
け
て
市
街
化
区
域
を
重
点

に
下
水
道
の
整
備
を
計
画
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
｡
現
在
､
計
画
面

積
の
7
1
%
が
完
了
L
t
本
年
度
は

庶
子
地
区
を
重
点
的
に
整
備
し
ま

す
｡

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ

い
て
'
本
町
に
お
け
る
本
年
度
の

6
5
歳
以
上
の
1
号
被
保
険
者
は
2

4
5
6
人
'
4
0
歳
か
ら
聖
成
ま
で

の
2
号
被
保
険
者
は
4
6
5
1
人

を
そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん
で
い
ま
す
｡

ま
た
､
介
護
保
険
の
基
準
の
月
額

保
険
料
は
2
7
0
0
円
に
設
定
し

て
い
ま
す
｡
こ
れ
ら
を
基
に
'
居

宅
や
施
設
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
等
の
給
付
に
つ
い
て
予
算
計
上

し
て
い
ま
す
｡

西
平
畑
公
園
事
業
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
収
益
性
の
高
い
事
業
の

赤
字
幅
を
極
力
抑
え
る
た
め
に
'

本
年
度
よ
り
一
般
会
計
か
ら
会
計

経
理
区
分
を
明
確
化
す
る
た
め
に

分
け
て
い
ま
す
｡
西
平
畑
公
園
は
､

平
成
5
年
度
の
開
園
以
来
多
-
の

人
に
親
し
ま
れ
'
昨
年
度
に
お
い

て
は
年
間
約
7
万
4
千
人
の
入
場

者
が
あ
り
ま
し
た
｡
こ
の
来
園
者

の
増
加
に
つ
れ
て
'
ハ
ー
ブ
館
内

外
の
売
上
等
に
も
か
な
り
の
経
済

効
果
が
現
れ
て
き
て
お
り
､
集
客

力
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
p
R

を
積
極
的
に
進
め
ま
す
｡
歳
出
に

つ
い
て
は
､
食
堂
や
売
店
の
管
理
､

ふ
る
さ
と
鉄
道
や
駐
車
場
の
管
理

委
託
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
｡
ま

た
'
一
般
会
計
の
繰
り
出
し
を
極

力
抑
え
る
た
め
'
経
常
的
経
費
の

削
減
に
も
努
め
て
い
ま
す
｡
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泌越職消葉桜好村野澄む室泣虫班や遊ぶ頚紫波済琵新郎深さ済斑議要撃現況班野諜艶紬拭鞘等鑑≡蛋芸蔓…望空≡汲弘法逃出

町民1人あたりの予算額と主な事業(3月1日現在の人口〔13,241人)で試算)

平成12年4月1日

~区分-㌔ ()内は予算額 剋蛯ﾈ事業(順不同) 

議会費 凵寞c会の運営 

8,904円 (1億1,790万円) 凵寞c会広報の発行ほか 

総務費 凵尅麹㈹v画策走事業 
52,242円 凵寰ｩ治会制度移行補助 

(6億9,173万円),_ 凵尓ｶ書管理システム関連事業 

:∴ 凵寶O議院議員選挙費 

○町営駐車場管理 
○交通安全対策事業 
○姉妹町交流事業 
○町民文化センター自主事業ほか 

民生費 凵寶瘧Q者福祉対策事業(補装具等の補助) 
36,162円- 凵尅ｫ柄上郡広域福祉センター負担金 

(4億7,882万円)I 凵寃zームヘルプサービス事業委託 

○在宅介護支援センター事業委託 
○福祉サービス協会運営費補助 
○障害児者地域作業所運営委託 
○町社会福祉協議会補助 
○健康福祉センター管理委託 
○生きがい事業団振興補助 
○保育所振興委託.補助 
○就園料補助 

○重度障害者医療費補助 
○小児医療費補助 
○ひとり親家庭等医療費補助 
○児童手当関連事業 
○学童保育事業 
○老人保護措置費 
○老人福祉対策事業 
○国民年金事業ほか 

衛生費 �(⊃足柄上衛生組合負担金 

35,136円 凵尠h犯灯維持補修交付金 

(4億-6,523万円)_ 凵寃潟Tイクル活動団体奨励金 

○生ごみ還元器等設置補助 

rコlf 凵寫√ｹ処理浄化槽整備費補助 

(⊃廃棄物収集運搬委託 
(⊃足柄東部清掃組合負担金 

○寄簡易水道統合整備事業 
○老人保健対策事業 
○在宅訪問看護事業 
○基本健康審査事業 
○健康づくり事業 
○母子保健事業 
○予防接種事業 
○花とみどりいっぱい事業 

○し尿処理委託ほか 

農林水産業費- 凵尅ｫ柄地区農業共済事務組合負担金 
10,404円 凵寳�ｹの森林づくり推進事業補助 

(1億_3,776万円)- 凵將n域林業形成促進事業補助 

(⊃農道整備事業 

○農業委員会関係ほか 

商工費 凵將�ｬ企業退職金共済制度奨励補助 
4,169円 凵寶､業振興活性化対策事業補助 

(5,520万円)- 凵寞ﾎ労者住宅資金利子補助 

枇 ��ｸｼ驗ｨ�)�hｨ磯�ｾ�uｨ��v��Xｾ��

○産業まつり運営委員会委託 ○町商工振興会運営補助 ○足柄上商工会角担金 

致.一一葦.一一=._._ ��ｹ*ﾈｬ�Xｺh檠^(���ｹ(h抦ｮ仂i�Xｻｹuｨ��v��Xｾ�-�*��

慧 凛ym丑��○新松田駅周辺整備計画事業 

40,653円 ��ｹ;刋�ｸ鰄馼ｼb�

(5億3,82革万円)- ��ｹ;刋��i�ﾘ淤|x馼ｼb�

○十文字橋補修事業 
○川音川親水公園整備事業 
○地籍調査事業 

○都市排水路整備事業ほか 

消防費一関 宙�ﾙ�ｹ[��f��xﾘyX�%8ｾ��
17,349円 ��ｹ*ﾈ夊齪益f胃���ﾌ��ﾙ'X馼ｼb�

~≡(2億乳972万円)≡…一一 ��ｹf胃���ｴ�ﾝ�9��餔X馼ｼb�

○水利整備事業 
○消防団運営事業 
○消防ポンプ自動車購入ほか 

_教育費幕 凵寞巨H費保護者負担軽減措置補助金 
68,474円.妻 凵寳Sの教育相談員活用調査研究事業 

(9億667万円)義 凵寢��w校屋内運動場建設事業 
〇枚田中学校耐震補強事業 

一基義蓋.--結宇琵量~~､J表 ��ｸﾙ�ﾝｹyﾘ��ｻ8孜�Xｻｸ馼ｼb�○寄幼稚園園舎増築事業 
○酒匂川町民親水広場維持管理委託 ○生涯学習各種教室.講座の開設 

○各種スポーツ教室開設 
○こどもの館各種教室開設 
○図書館用図書購入 
○町体育協会補助ほか 

公債費 16,506円 (2億1,856万円)_ 凵將ｷ期債元金及び利子 

き諸支出金 5,742円 (7,603万円)空 ��ｹ*ﾉ7�&隍ｩJﾘﾏh��ﾜ)k�]Hﾜ�(�ｷ�-�y育�^(ｸｲ�

5年間の予算規模と性質別経費の推移

43億4,000万円

平成12年度行革の殿覆し効果

約4,044万円
町では｢松田町第2次行政改革大綱｣に基づいて

行政改革を進めています｡平成11年度に引き続き今

年度は､約4044万円の費用効果をあげています｡簡

素で効率的な行政運営のため､さらに見直しを進め
ていきます｡

経費(支出)削減した主な事業
(平成11年度予算との比較)

①人件費の削減　　　　　　　　　　　　　2,595万円

(

議員定数及び議員期末手当0. 5か月分
町長ほか特別職･教育長期末手当0. 5か月分
職員期末手当0. 3か月分

職員時間外勤務手当

②一般事務･施設管理賃金の削減　　　　　　244万円

③各種委員会等の視察の見直し

④各種団体補助金の見直し

⑤職員県内旅費日当の廃止

417万円

466万円

合　　　　計

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助

詳
し
く
は
-
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
｡

円万
り

し

∩/し
っ
X

lllr
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恭一鍋♭プサービス開音負担の肋

介護保険施臥鞘の鮮憤担の亜

介護サービス計画浄ア乃))を作成はしょう

サービス利用限度額表(平成12年2月告示単位による)
<居宅サービス>

段階 �5H�ｸ7(5閏ﾘｼ�駅�ｧ｢�

要支援 田�ﾃS��冷���

要介護1 ��cRﾃ���冷���

要介護2 ��釘ﾃ���冷���

要介護3 �#crﾃS��冷���

要介護4 �3�bﾃ���冷���

要介護5 �3Sづ3��冷���

グラフ② 1人当たりの医療費と国民健康保険税　　　グラフ①　一般会計繰入金の年度別推移

[コ医療費の伸びに対応した経費の繰入金

圏一般会計で町が負担する事務費等の繰入金

96 ,109

( )内は%

平成7年度　8年度　　9年度　10年度11年度(見込み)

(千円)

90 ,QOO

eD ,GOO

7 0 ,000

60.000

50,000

40 ,000

30 ,000

10,000

1 0 ,000

[=コ医療費

■璽国民健康保険税
( )内は%

平成7年度　8年度　9年度　10年度11年度(見込み)

介
護
保
険
の
ス
タ
ー
ト
に
と
も
な
い
､

今
年
度
か
ら
次
の
世
帯
で
は
'
介
護
保

険
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
｡

対
象
者

概
ね
平
成
1
 
1
年
度
以
前
か
ら
'
1
年

以
上
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
て
利
用
し
て
い
る
方
で
'
生
計
の
中

心
と
な
る
方
が
所
得
税
非
課
税
で
あ
る

方
(
生
活
保
護
世
帯
を
含
む
)
が
対
象

と
な
り
ま
す
｡

申

　

請

対
象
と
な
る
方
は
､
町
に
減
額
申
請

を
し
て
-
だ
さ
い
｡
認
定
さ
れ
る
と
介

護
保
険
訪
問
介
護
利
用
者
負
担
額
減
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
'
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
際
'
1
0
%
の
負
担

が
3
%
に
軽
減
さ
れ
ま
す
｡

1
2
年
度
か
ら
3
年
間
は
3
%
の
減
額

と
な
り
､
1
7
年
度
か
ら
は
1
0
%
の
減
額
'

そ
の
間
は
段
階
的
な
引
き
上
げ
方
を
し

ま
す
｡

介
護
保
険
施
設
(
老
人
保
健
施

設
･
療
養
型
病
床
群
等
)
　
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
'
食
事

の
負
担
額
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
｡

対
象
者

今
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
施
設

(
老
人
保
健
施
設
･
医
療
型
病
群

床
等
)
　
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
で
､

｢
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非

課
税
の
場
合
｣
と
｢
本
人
が
市
町
村

民
税
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
｣
が
対
象
と

な
り
ま
す
｡

申

　

請
対
象
と
な
る
方
は
､
町
に
減
額

申
請
を
し
て
-
だ
さ
い
｡
認
定
さ

れ
る
と
介
護
保
険
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
'
介
護
保

険
施
設
で
の
食
費
負
担
額
が
､
1

日
あ
た
り
7
6
0
円
か
ら
5
0
0

円
､
ま
た
は
3
0
0
円
に
減
額
と

な
り
ま
す
｡

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
'

そ
の
要
介
護
度
に
よ
り
'
決
め
ら

れ
て
い
る
限
度
額
内
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
｡

そ
の
た
め
に
は
､
毎
月
の
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
立
て
な
-
て
は
な
り

ま
せ
ん
｡
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

(
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
)
　
に

依
頼
L
t
本
人
や
家
族
の
状
況
に

合
わ
せ
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
程
度
利
用
す
る
か
'
本
人

や
介
護
者
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

選
び
ま
す
o
な
お
､
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
計
画
作
成
に
､
利
用
者
の
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
と
連
絡

を
と
り
'
了
解
が
得
ら
れ
た
ら
町

か
ら
送
付
し
て
い
る
｢
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
届
出
書
｣
を
町
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
｡

介
護
保
険
施
設
(
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
･
老
人
保
健
施
設
･
療

養
型
病
床
群
等
)
　
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
､
そ
の
施
設
で
プ
ラ
ン

を
立
て
ま
す
の
で
､
町
へ
の
届
出

は
不
要
で
す
｡

料険
　
(
第
1
号
保
険
者
)

●
6
 
5
歳
以
上
の
方

宅

収

･

.

)

.

∴

.

.

.

.

:

･

･

･

煤

保
険
料
の
徴
収
は
､
国
の
特

例
措
置
に
よ
り
今
年
1
 
0
月
か
ら

つ
い
て
は
'
本
紙
5
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
｡

･
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員

所
得
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
､

医
療
保
険
料
と
一
緒
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
｡
保
険
料

の
半
額
は
事
業
主
が
負
担
し

ま
す
｡

･
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
自
営
業
者
な
ど

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
市
町

村
ご
と
に
設
定
さ
れ
､
国
民

健
康
保
険
税
と
一
緒
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
｡
国
民
健

康
保
険
税
は
4
月
か
ら
賦
課

さ
れ
ま
す
が
'
本
算
定
後
の

4
期
(
8
月
3
1
日
納
期
)
　
か

ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

第
2
号
保
険
者
の
介
護
分
の
保

険
税
率
等
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

所
得
割
　
1
0
0
分
の
o
･
8
5

資
産
割
　
1
0
0
分
の
7
･
0
0

均
等
割

1

人

当

た

り

　

　

3

8

0

0

円

平
等
割

1
世
帯
当
た
り
　
4
0
0
0
円

担
当
　
保
健
福
祉
課
℡
S
a
･
1
2
2
6

i/

町
の
財
政
を
圧
迫
す
る
国
民
健
康
保
険

病
気
や
け
が
に
備
え
て
安
心
し

て
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
'

す
べ
て
の
国
民
は
い
ず
れ
か
の
公

的
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡
こ
れ

を
｢
国
民
皆
保
険
制
度
｣
と
い
い

ま
す
｡公

的
医
療
保
険
に
は
'
会
社
員

や
公
務
員
の
方
な
ど
が
加
入
す
る

｢
社
会
保
険
(
社
保
)
｣
と
'
自

営
業
や
無
職
の
方
な
ど
が
加
入
す

る
｢
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
｣

が
あ
り
ま
す
｡
｢
社
保
｣
は
そ
れ

ぞ
れ
の
組
合
が
､
ま
た
｢
国
保
｣

は
市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
｡

し
か
し
'
急
速
な
高
齢
化
と
医
療

技
術
の
高
度
化
に
よ
り
医
療
費
が

増
大
し
'
各
保
険
制
度
の
財
政
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い

ま
す
｡今

月
は
'
町
が
運
営
す
る
｢
国

保
｣
財
政
の
現
状
を
お
伝
え
し
ま

す
｡国

保
の
し
く
み

医
療
機
関
を
利
用
し
た
と
き
に

は
､
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

総
額
の
3
割
(
退
職
被
保
険
者
は

2
割
)
を
支
払
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
｡
こ
れ
を
一
部
負
担
金
と

い
い
'
残
り
の
7
割
(
8
割
)
　
は

国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
｡

そ
の
国
保
事
業
は
､
町
の
事
業

の
中
で
独
立
し
た
事
業
と
し
て
､

一
般
会
計
と
分
け
て
特
別
会
計
に

よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
｡
財
源
は

保
険
税
と
国
の
負
担
金
な
ど
が
主

な
も
の
で
す
が
'
そ
れ
で
は
不
足

が
生
じ
ま
す
｡
･
不
足
し
た
か
ら
と

い
っ
て
'
加
入
者
が
医
療
を
受
け

る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
で
'
不
足
分
は
町
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
で
補
っ
て
い
ま

す
｡

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ

年
々
大
幅
に
増
加
す
る
医
療
費

に
対
し
'
前
年
の
そ
の
人
の
所
得

に
か
か
る
住
民
税
を
元
に
税
率
が

決
ま
る
保
険
税
は
'
景
気
の
低
迷

な
ど
に
よ
る
個
人
所
得
の
鈍
化
に

よ
り
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
す
｡

平
成
1
2
年
度
の
町
の
国
保
特
別

会
計
の
収
支
状
況
を
説
明
い
た
し

ま
す
｡保

険
給
付
費
等
を
賄
う
保
険
税

収
入
は
全
体
の
4
0
･
8
%
'
国
庫

支
出
金
等
は
4
6
･
4
%
と
な
っ
て

い
ま
す
｡
残
り
の
1
2
･
8
%
は
､

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
町
国

民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
｡

そ
の
う
ち
'
国
の
制
度
に
よ
り
繰

り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費

を
除
い
た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
､
約
5
5
0
0
万
円
で
す
｡

こ
の
額
は
1
 
1
年
度
よ
り
2
6
0
0

万
円
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
財
源
不
足
を
1
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
補
う
額
が
'

グ
ラ
フ
①
の
よ
う
に
年
々
増
大
し

て
い
ま
す
｡
繰
入
金
で
制
限
な
-

対
応
す
る
こ
と
は
､
国
保
特
別
会

計
の
制
度
か
ら
み
て
好
ま
し
-
あ

り
ま
せ
ん
｡
健
全
な
国
保
財
政
を

運
営
す
る
た
め
に
は
､
適
正
な
受

益
者
負
担
の
考
え
に
た
っ
て
､
保

険
税
収
入
な
ど
の
自
主
財
源
の
確

保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

医
療
費
の
増
加
に
歯
止
め
を

近
年
の
保
険
税
と
医
療
費
の
状

況
は
'
グ
ラ
フ
②
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
1
0
年
度
の
1
人
当
た
り
の

保
険
税
は
7
0
.
5
1
6
円
で
､

平
成
9
年
度
か
ら
1
0
･
6
%
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
こ
れ
は
こ

の
年
に
税
率
を
改
正
し
た
た
め
で

す
｡
こ
れ
に
よ
り
1
人
当
た
り
の

医
療
費
に
占
め
る
1
人
当
た
り
の

保
険
税
の
割
合
は
若
干
持
ち
直
し

ま
し
た
が
'
平
成
1
 
1
年
度
を
み
る

と
､
再
び
低
下
し
そ
う
で
す
｡

今
後
も
､
医
療
費
は
増
え
続
け
､

町
の
財
政
状
況
を
圧
迫
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
｡
そ
の
た
め
に
は
'

●
複
数
の
病
院
で
重
複
し
て
受
診

し
な
い

S
o
p
 
o
o
o
.

o

o

t

.

　

　

仰

●
定
期
検
診
を
受
け
､
早
期
発
見
･

早
期
治
療
を
心
が
け
る

●
医
師
を
信
頼
し
指
示
を
守
る
と

と
も
に
不
安
や
疑
問
を
た
ず
ね

る
●
家
庭
医
を
も
っ

以
上
の
こ
と
を
守
り
､
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
健
康
を
管
理
し
'
む

だ
の
な
い
医
療
を
受
け
'
医
療
費

の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
｡

担
当
町
民
環
境
課
℡
甲
1
2
2
5
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1月1日までさかのぼり

チャイルドシート購入費補助

足柄上消防+南足柄市消防
I

足柄消防組合発足

機中､人権擁護作文で感謝状

(5) No418

~" ､~ '¶ '~｢Tr7TTmーTT~`

今月の行事

おは　な　し会　4日､ 11日､ 18日の火曜日

午後3時30分～4時

図書館子どもコーナーにて

休　　館　　日　毎週月曜日､祝日(29日)

寄出張所図書館　毎週水曜日午後1時～4時

新着図書
一般書

長谷川慶太郎･唐津-
福島正人

野口悠紀雄
京極夏彦
藤野千夜

望月聖子他
瀬戸内寂聴
宮城谷昌光
ゴールデン

湖島克弘
ウインクラー

乃南アサ
岸恵子

立川談志

富樫洋一他

主婦と生活社編

清水達也
サッカー

松田道弘
たかはしけいこ

ジェラーム

長野ヒデ子
市川里美

｢技術屋の復権｣

｢保険犯罪調査官｣

｢超｣旅行法

｢どすこい(仮)｣

｢夏の約束｣

｢いろいろ色鉛筆｣

｢髪｣

｢華栄の丘｣

｢さゆり　上･下｣

｢阿片試食官｣

｢アメリカ人の核意識｣

｢ダメージ｣

｢30年の物語｣

｢家元を笑わせろ｣

｢セリエAスーパー観戟術｣

｢なるほど家事アイデア｣

【今月の1冊】

｢パッチワーク･キルト｣

全3巻　　婦人生活社編

春は入学､就職など新たなス

タートの季節.この本は､パッ

チウ-クを始めたい人にも分か

りやすく書かれています｡皆さ

んも気分新たに新しい趣味､始

めてみませんか?

児童書
｢人名のひみつ｣

｢穴｣

｢将棋とチェスの話｣

｢わたし｣

｢ちいさななかよしさん｣

｢えんそくいきタイ｣

｢アフリカへいったクマ｣

【今月の1冊】

｢ハリー･ポッターと

賢者の石j･ローリング
ハリー･ポッタ-は孤児｡

1 1歳の誕生日を迎えようとし

た時､魔法学校から入学許可証

が届き､自分が魔法使いだと知

る-.｡英国を始め各国で大人

気の話題作｡

*以上は新着213冊の抜粋です｡

新着図書は､ 1日(土)から図書館カウンター　童

にて予約を受け付けます｡また､展示予約を11 :

日(火)､貸出は18日(火)から受け付けます｡
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請 冉��*ﾒ�忠 倆��条び廃 �｢�例悉 凭�ﾙ��･羊 亅Y_�O�<��椿ﾉ�ﾖﾂ�条都 乖��秦 

.会 俤�� ���R�請 ��1!呈 �� ��ｹ-ﾖﾂ� ��~例 名 

秦 ���xﾋ��鰭 佝��持物 �;��辛 佶"�料 亊hｷ仂��R�計 凭��

負 ����秦 �r�にの ����慕 儘��徴 �+x-�,ﾈ,ﾂ�画 
A コT ������例 ����開処 凭��袷 僣��収 �.儂�.��R�審 

一条. 凭��凭��す理 剞� 憧籌ﾂ�秦 估駅�,ﾈ蹴�読 

甲 劔る及 剞`- ����例 凭�]�,ﾈ,R�A i 

い出長委 �ｩf��な公 俘����上- �,ﾈ屬�｢し給 �ｨ�8ﾙ��化い各 �+ﾘ.xﾏb�すな都 冽��2�改 

る席や員 囘�ﾝ��つ民 �,ﾈ橙�位般 偃��R�5た水 �9Kﾙj��た種 �-�)j��るつ市 倬h犬�正 

上を委会 �,ﾈ橙�た館 弌ﾈｻ2�法廃 ��I;��万場装 �/�+Xﾉ"�も手 ��)D8ｭ��事た計 俘�d��さ 

位求員が~ �宛2�た運 ��8屍�の棄 几�"�円合置 �(+ﾘﾔ��の数 亳8�8補�項と画 �/�,R�れ 

法め会審 冽�,ﾂ�め営 ����引物1 �,��R�以のの 免��ｩH��や料 ���ﾘ�2�をと審 弌ﾉ.��た 
のるの査 倬i�ﾒ�､審 儿��用処 �,)�ﾕ��下過新 冓ﾈﾘxﾊ��新に ��'Y�"�迫も議 ��8-��主 

引委委ま 俘�'R�そ議 �,ﾂ�事理 �*)OX���｣料設 ��,ﾈ,ﾂ�たつ �Z8ｶ2�加に会 �,B�な 

用員員た �/�ﾚ｢�の会 俔ﾂ�項手 �,H輦�にの等 �����にい �/�ｴｸ橙�'の �+X�"�内 

事会には 弌ﾈｹ"�条が ��ﾂ�を数 �,ﾉ.��改額の �ｨ怏���走で 俥ﾘｪ�*｢�組設 �.��容 

項の対調 ��8/��項｢ �/��別科 ��Rﾘﾔ��正｢禁 �8,ﾉ9��め､■ 傚ﾈ,�"�織置 兌��
を範■し査､ ��ﾊ8耳耳�R�5С�を任 �6ﾚ2ﾒ苒�5С�除を ��x饕�1止 �,乂ｨ,ﾂ�た規 弌ﾉTｲ�及根 乖��

改周説の �-��廃意 �-��ノー-⊥† 疋 �/�5��万規 弌ﾊ(ｽb�も則 ��9'R�び拠 ����

正を明た �,B�止設 �,B�め ���,ﾂ�円定 ��3(鈔��ので �,j2�運が 冖��

定のめ �+X�"�置 �+X�ｲ�て 凭�輦�以に 冓ﾈｴｸ���を走 �,斡ｲ�営変 處｢�m｢�

めた､ �.��｣ �+ﾒ�しヽ ��ﾊ2ﾔ��6ｴR�下達 ��ﾊ2ﾒﾒ�5С�条め �,).��に �,ﾂ�

てめ町 ��2�と ����る �9��.盲反 ��,��例て �+ﾘ*��関に ���

あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
'
町
の
仕
事
に
対
す
る
意
見
や
提
案
な
ど
を
お

聴
き
す
る
た
め
の
｢
町
政
モ
ニ
タ
ー
｣
制
度
｡
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
｡

仕
事
の
内
容

募
集
人
員

応
募
資
格

任

　

　

　

期

謝

　

　

　

礼

募
集
期
間

応
募
･
問
合
せ

町
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
　
　
　
　
　
年
3
回

町
広
報
紙
等
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
　
　
年
6
回

町
の
行
事
･
特
定
の
テ
ー
マ
へ
の
意
見
　
　
年
1
回

1
0
名
以
内

平
成
1
2
年
4
月
1
日
現
在
で
'
町
内
に
居
住
し
て
い
る

滴
2
0
歳
以
上
の
方
(
外
国
籍
の
方
を
含
む
)
｡
た
だ
し
'

公
務
員
'
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ
る
方
及
び
'
町

の
非
常
勤
特
別
職
に
あ
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
｡

平
成
1
2
年
5
月
～
平
成
1
3
年
3
月
3
1
日

年
1
3
㌧
　
0
0
0
円
以
内

(
活
動
実
績
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

4
月
1
日
～
2
 
1
日

企
画
財
政
課
企
画
班
℡
8
3
･
1
2
2
2

電
話
､
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
-
だ
さ
い
｡
後
日
採

否
を
連
絡
い
た
し
ま
す
｡

止

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
､
4
月
1
日
か
ら
6

歳
未
満
の
幼
児
を
乗
せ
て
車
を
運
転
す
る
際
に
は
'

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
｡

こ
れ
に
と
も
な
い
､
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
'
購
入
さ
れ
た
方
に
対
し
補

助
金
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
｡
今
年
の
1

月
1
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
補
助
の
対
象
と
し
ま
す
｡

た
だ
し
'
中
古
品
は
過
去
の
事
故
の
有
無
に
よ
る
安

全
性
が
確
認
出
来
な
い
た
め
対
象
外
で
す
｡

■
申
請
で
き
る
方

町
内
に
住
民
票
が
あ
る
'
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
'
6
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養

育
さ
れ
て
い
る
方
｡

な
お
､
支
給
は
子
ど
も
1
人
に
つ
き
1
回
で
す
｡

■
補
助
を
受
け
る
に
は

購
入
時
の
領
収
書
と
製
品
の
取
り
扱
い
説
明
書

が
必
要
で
す
｡

■
補
助
金
の
額

購
入
価
格
の
2
分
の
-
で
'
5
.
0
0
0
円
を

限
度
と
し
ま
す
｡

●
問
合
せ
･
申
込
み

庶
務
課
℡
8
3
･
1
2
2
1

昨
年
本
紙
1
 
0
月

号
で
お
伝
え
し
た

と
お
り
'
足
柄
上

消
防
と
南
足
柄
市

消
防
が
統
合
さ
れ
'

4
月
1
日
か
ら
1

市
5
町
を
管
轄
す

る
｢
足
柄
消
防
組

合
｣
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
｡

統
合
に
よ
り
'

広
域
的
な
災
害
で
は
指
揮
命
令
系

統
が
一
本
化
さ
れ
'
多
-
の
人
員

と
機
材
を
瞬
時
に
投
入
す
る
こ
と

が
で
き
'
消
防
力
を
集
結
さ
せ
る

こ
と
で
迅
速
に
災
害
に
対
応
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
｡
ま

た
'
火
災
発
生
時
に
は
こ
れ
ま
で

消
防
車
は
2
台
出
場
で
し
た
が
､

今
後
は
3
台
出
場
が
基
準
と
な
り

は
し
ご
車
･
化
学
車
･
救
助
工
作

車
は
全
域
に
出
場
し
ま
す
｡

消
防
本
部
は
元
の
南
足
柄
市
消

防
本
部
に
置
か
れ
､
足
柄
上
消
防

組
合
消
防
本
部
は
｢
東
消
防
署
本

署
｣
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
｡

消
防
本
部
　
　
℡
糾
･
0
1
1
9

南
足
柄
市
怒
田
4
0
1
1

東
消
防
署
本
署
℡
糾
･
0
3
3
2

枚
田
町
松
田
惣
領
2
0
7
3

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
火
災
発
生
)

℡

0

1

8

0

･

9

9

4

･

9

1

1

※
携
帯
電
話
等
か
ら
は
不
可

松
田
中
学
校
は
､
｢
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
｣
に
積
極
的

に
協
力
し
'
人
権
意
識

の
高
揚
に
尽
力
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
'
こ
の

度

'

コ

ン

テ

ス

ト

を

主
催
す
る
法
務
省
と
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
か
ら
'
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
｡

(
)

4
月
1
日
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

昨
年
7
月
8
日
､
地
方
分
権
を

進
め
る
た
め
､
地
方
自
治
法
を
始

め
と
す
る
4
7
5
本
の
法
律
を
改

正
す
る
｢
地
方
分
権
一
括
法
｣
が

成
立
し
'
4
月
1
日
か
ら
施
行
と

な
り
ま
し
た
｡
地
方
分
権
と
は
'

国
に
集
中
し
て
い
る
権
限
や
財
源

を
県
や
市
町
村
に
移
し
'
住
民
に

身
近
な
行
政
を
地
方
自
治
体
が
主

体
と
な
っ
て
行
い
'
個
性
豊
か
な

地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
も

の
で
す
｡

主
な
制
度
改
正

①
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止

県
や
市
町
村
を
国
の
出
先
機

関
と
し
て
'
国
の
事
務
を
地
方

自
治
体
が
処
理
す
る
制
度
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
｡

②
新
た
な
事
務
区
分

機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止

に
よ
り
'
地
方
自
治
体
が
自
ら

の
判
断
と
責
任
で
行
う
自
治
事

務
(
㊨
予
防
接
種
法
の
定
期
の

予
防
接
種
)
と
'
国
が
本
来
行

な
う
事
務
を
地
方
自
治
体
が
受

託
し
て
行
う
法
定
受
託
事
務

(
㊨
戸
籍
事
務
や
外
国
人
登

録
)
と
に
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
｡

I
I
I
L
l
l
1
+
I
I
I
J
A
I
I
I
I
L
I
I
I
J
E
I
I
I
I
I
l
l
I
J
A
I
I
I
I
J
L
I

③
国
や
県
か
ら
の
関
与
の
見
直
し

市
町
村
に
対
し
､
国
や
県
か

ら
の
指
示
や
許
認
可
等
へ
の
様

々
な
関
与
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
｡
こ
れ
が
緩
和
さ
れ
た
り
'

法
令
に
根
拠
を
持
た
な
い
関
与

が
認
め
ら
れ
な
-
な
り
ま
し
た
｡

(
㊨
防
火
地
域
や
地
区
計
画
等
､

市
町
村
が
定
め
る
都
市
計
画
決

定
に
と
も
な
う
県
の
｢
承
認
｣

が
｢
協
議
｣
に
績
和
さ
れ
た
)

④
必
置
規
制
の
見
直
し

県
や
市
町
村
に
対
し
､
国
が

審
議
会
な
ど
の
付
属
機
関
の
設

置
を
義
務
づ
け
る
こ
と
を
｢
必

置
規
制
｣
と
い
い
ま
す
｡
こ
の

必
置
規
制
が
緩
和
さ
れ
'
地
方

自
治
体
の
裁
量
が
尊
重
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡
(
㊥
公

民
館
運
営
審
議
会
の
設
置
)

⑤
権
限
の
委
譲

住
民
生
活
に
身
近
な
事
務
を

国
や
県
が
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
､
事
務
処
理
に
時
間
が
か
か
っ

た
た
め
､
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
権
限
の
委
譲
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
｡
(
㊥
犬
の

登
録
･
鑑
札
の
交
付
)

町
の
取
り
組
み
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覇怒斑瑞機欝
9日間にわたって開催した西平畑公園の
｢桜まつり｣には､予想の3,000人を大

きく上回る12,000人の来場者がありまし

た｡町ではさらに桜を植樹して､桜の名

所としていく予定です｡

No418 (6)

ー_～ … ㌔_一･一一.三笠ー▼▼ .

カメラレポ~卜肖

平成12年4月1日

水蓮修理当番泰.∴黍 
日 仂h�)kﾂ�電話 

1-3 �ｸ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�82.0609 

4-10 �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�82.4991 

ll-17 �ｨﾄi�(ﾔ洩�5��34.2511 

18-24 �ｸ��$ｨｬxﾔ��89.2528 

25-5/1 �ｹTﾘ夊ⅹ5��83.0100 

2 �ｸ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�82.0609 

3 �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�82.4991 

4 �ｨﾄi�(ﾔ洩�5��34.2511 

-I t一日　ニー

開園時間9:00-17:00今月の休園日3､ 10､ 17､ 24日

松田小学校では｢国際児童年記念｣事業として､昭和54年
(1979年)10月にタイムカプセルを埋めました｡20年が程

過し､去る2月19日､直径30cmほどの透明のプラスチッ

クのタイムカプセルを掘り出しました.中に入れられてい
た1,251人の作文､寄せ書き､写真などが校内に展示され､

訪れた卒業生は当時を懐かしんでいました｡

ハ-ブ館工芸教室℡85.1177 

フラウ-ロ-ブ 

春らしいパステル調のお花をたくさん使って､縦長の壁飾りを作りますo 

日時毎週､火.木.土.日曜日10:00-12:00 

費用3,000円サイズ50cmX10cm 

自然館℡82.7345 

‖ 况｢�催し物 倬隴B�

16 �?｢�牛乳パックのリサイクル 涛｣3�ﾖﾆﾃ｣3��
(材料は用意してあります) 

22 �7��第9回ミニたんけん日 涛｣3�ﾖﾆﾃ｣3��樹木園の若葉でラミネ一夕-を使い自分用 

の若葉図鑑を作りましょう 

今月の行事 

･展示キツツキの穴のあるケヤキの太い枝(直径20cm) 

･樹木園､俣渡沢の春の野草.野鳥観察の好機 

･自然館だより第6号発行(子どもの館.町民文化センターでも配布) 

平成12年度ミニ講座予定､実習コーナーなどを掲載 

こどもの館℡82.9869 

日 况｢�催し物 倬隴B�入場 

8 �7��第79回たぐらが劇場｢春うらら｣ ��3｣�������S｣���自由 
･よもぎ団子作り.おむすびの会 

･たたき染め.紙とんぼ.折り紙 

参加費:それぞれ50円 

29 �7��手作り広場｢子どものハーブ料理｣ ���｣�������#｣���申込 
ソーセージミント入り氷ポテトピザなど 

材料費:200Fql 

対象:小学生と親子20名 

町民文化センター大'Tt-ル催し物,: :_
曜l 俐8+YZ��i開演l入場料等 主催者等

25 ���茶道裏千家淡交会小田原支部研究会 ���｣3��関係者 傅ﾉ68ﾋH迚YB�xCモ���c��

日 �h柬(6h5x8(984�6�7�986�88�ｺ2�10:00 俘(ﾕｩ�h決�2�-ぼくらのウオーゲーム～ ��#｣�R�1,700円 中学生以下 

｢ワンピース｣ ��C｣���1.000円 

小田原オリオン座
℡-22 ･ 8707

割引券あり

*内容･入場券等は､主催者に直接お問合せください｡
*主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡
*.駐車場が狭いため､駐車出来ない場合がありますのでご了承ください0
*今月の休館日は､ 3､ 10､ 17､ 24､ 29日です｡

この4月号をもって広報紙発行の1年間が終わりますが､年間のペ～

ジ数が過去最高となりました｡それまで年間60ページ前後でしたが､

平成11年度は町民意識調査､介護保険､地域振興券などの事業があり
一気に74ペ-ジまで伸びました｡活字離れが進む中､読みやすい簡潔

な文章表現を心がけ､また､なるべく写真やイラストを使いたいとこ

ろですが､限られた紙面の中では文章が優先となり､自分でも息苦し

い紙面に感じてしまうこともしばしば｡役場の情報発信の中心である

広報紙の発行､みなさんに見ていただける紙面作りに一層努力しなけ

ればと感じています｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

今月の納税等田

納期限

国民年金保険料(4月)　4月25日

国民健康保険税(随時2期)5月1日

税金等のお支払いは､便利な口座
振替をご利用ください｡

棉_談　Bj

法律
4日㈹･5月1日(月)9:00-12:00

町民文化センター
心配ごと

5日休ト25日㈹10:00 - 12:00

健康福祉センター
18日㈹10:00 - 12:00

町民文化センター
人権･行政

18日㈹10:00 - 12:00

町民文化センター

すくすく育児相談
4日㈹9:30 - 10:30

健康福祉センター
25日㈹9:30 - 10:30

宇津茂地域集会施設
ポリオワクチン投与

*対象地区が異なるので健康

カレンダーを参照ください

5日㈹13:00 - 13:20

健康福祉センター
6日㈹13:30 - 13:40

寄国保診療所
7日睡)13:00 - 13:20

健康福祉センター
3歳児健康診査
19日休)12:50 - 13:15

健康福祉センター
3-4か児健康診査
26日(水)12:50 - 13:15

健康福祉センター
2歳児歯科健診
28日綾) 13:00 - 13:20

健康福祉センター

人口と世帯数
3月1日現在( )内は前月比

人　口　13,241人(+　9)

男　　　6,454人(-　2)

女　　　6,787人(+ll)

世　帯　　4,458世帯(+　5)

戸某の窓l日

2月16日から3月14日まで

受け付けた方

お誕生おめでとう

保護者　地　区

夫　河　内

束　神　山

広　城　山

大木　あすか　輝　雄　城　山
Lゆう　　と

遠藤　嵩　斗　　武　　町　屋
りゅうた

原田　龍　太　政　司　町　屋

お悔やみ申し上げます

鍵和田ス

小野

内田

高橋

片岡

73歳　仲町屋

66歳　谷　戸

85歳　中　沢

27歳　神　山

76歳　神　山

47歳　城　山

88歳　神　山

69歳　神　山

74歳　沢　尻

68歳大寺宮地

78歳　谷　戸

荻田　なつ子　74歳　事津茂

●新自治会対照表●
渇 の 冖��炅���R�魎��b�ｫ��土 佐 ��ﾂ�弥 勤 刳W �8��nﾂ�城 �(b�が 十､ 亶ｲ�秦 倆��中 俘��蘇 松 傀���B��(b�中 �ﾒ�茶 �����5��|r�野 ����齟�

派 魅R�62��2�亶ｲ�&���8��l��原 伜"�等 剳ﾟ /(コ ���山 傴b�a. ん 釈 ����漢 ��ｲ�釈 侘ｲ�ム 巨日 ��r��ｲ�丸 �?r�屋 冑��俾2��｢�屋 �+(8��k��xｶr�X��

27 �#b�25 �#B�23 �#"�21 �#��19 ����18 ��r�15 ��B�14 ��2�12 免ﾂ�10 湯�8 途�ｾb�6 迭�4 剴2�ｾb�2 区 ���从ﾂ�ｾb�kﾂ�

区 仞b�区 仞b�区 仞b�区 仞b�区 下 仞b��2�区 仞b�区 仞b��ﾂ�区 東 仞b�区 仞b�区 仞b�区 刹� 仞b�区 東 西 劔仞b�

*この表は､ 3月15日現在のものです｡

●編集･発行　松田町総務部企画財政課　唇258-8585枚田町松田惣領2037番地℡831 1222
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